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無回答 6.5％

自営業
 6.2％

現在、就労
している
31.1％

正社員
（役員含む）
・職員
64.5％

就労したいが、
現在は就労して
いない  
25.7％

アルバイト・
パート等の
期間の定めのない
臨時の雇用
16.4％

＜「その他」の記述＞
・高齢のため。（290件）
・病気、体調不良のため。（91件）
・子どもが小さい、預ける場所がない。（78件）
・年金受給のため。（60件）
・親族の介護、要介護、障がいがある、看病など
  で就労できない。（47件）
・会社が休業中のため。（45件）
・就労先がみつからない。（20件）
・働く気になれない。（11件）
・生活が落ち着かない。先が不安だから。（10件）
  など

＜「その他」の記述＞
・先が見えず不安。避難によりストレスがたまる。
  （58件）
・情報提供不足、支援の格差を感じる。（23件）
・すべて困っている。（20件）
・いつ浪江に戻れるのか不安。またその後の生活
  も不安。（12件）
・勤務地までが遠い。（12件）
・中通りの冬の生活が不安。（10件）
・介護の充実など高齢者のケアが不安。（10件）
・学校（サテライト校含め）が遠い。子どもの将来
  や学習機会の不安。（９件）
・一時帰宅の回数が少ない。荷物制限への不満。
  もっと自由に出入りさせてほしい。（７件）
・家族が同居または離れて生活している弊害。（７件）
・住宅ローン等の支払い。（６件）
　など

日雇い・緊急雇用
事業等の短期間の
雇用　8.9％

現在、就労
しておらず、
今後も就労
する気はない
    31.3％

現在、就学
している
5.5％

その他 3.3％ 無回答 0.8％

震災以前から就労していないから 27.8％

16.3％

12.5％

11.3％

10.8％

9.3％

0.8％

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％

0.7％

19.9％

条件に合う職場がないから

失業保険を受給しているから

賠償金を受け取っているから

その他

無回答

先行きが不透明で就労先に迷惑が
かかりそうであるから

事業（農林水産業、製造業、商業等）
を再開する環境にないから

求人情報がどこにあるか分からない
から

賠償に不安がある

その他

避難先での教育に不安がある

商店や病院等が近くになく不便である

生活に関する情報が不足している

近くに話し相手や知人がいない

体調が優れず健康に不安がある

居住環境が不十分である

家族が離れて生活している

生活資金が不足している

放射線の影響が心配である

無回答

32.5％

34.3％

35.1％

58.7％

28.7％

26.7％

3.5％

26.0％

16.6％

6.1％

5.2％

4.3％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 70.0％60.0％

■復興に関する町民アンケート

「現在、就労している」は 31.1％。一方「就労したいが、現在
は就労していない」は25.7％である。また、「現在、就労しておらず、
今後も就労する気はない」は31.3％である。

問2　就労・就学と避難生活状況

問２-１　現在、あなたは就労・就学していますか。

「正社員・職員」が 64.5％と過半を占める。「アルバイト・パー
ト等の期間の定めのない臨時の雇用」は 16.4％、「日雇い・緊
急雇用事業等の短期間の雇用」は8.9％と少ない。

問２-２　現在就労している方にうかがいます。
あなたの就労形態について教えてください。
                              　　    （就労している方 3,083人）

「震災以前から就労していない」が27.8％と最も多い。一方、震災以前は
就労していたのに現在就労しない理由としては、「先行きが不透明で就労
先に迷惑がかかりそう」（16.3％）、「事業を再開する環境にない」（12.5％）、
「条件に合う職場がない」（10.8％）など多様である。「失業保険を受
給している」は9.3％、「賠償金を受け取っている」は0.7％と少ない。

問２-３　就労していない方にうかがいます。
就労していない理由について教えてください。

「賠償に不安がある」（58.7％）が最も多い。このほか「放射線の影響
が心配」（35.1％）、「生活資金が不足している」（34.3％）、「家族が
離れて生活している」（32.5％）「居住環境が不十分である」（28.7％）
など困りごとは多様である。

問２-４　現在の避難生活でのお困りのことは
なんですか。（複数回答）

男性
46.8％女性

51.4％

無回答  1.8％
16～19歳
4.6％

無回答 1.7％

無回答 6.9％

20～29歳
9.2％

80歳以上
9.5％

30～39歳
11.5％

70～79歳
13.5％

40～49歳
12.7％60～69歳

18.2％
50～59歳
19.0％

佐屋前
1.7％

上ノ原
4.9％

高瀬
2.7％

請戸
6.8％

幾世橋
10.8％

大堀
14.9％

苅野
18.0％

津島
6.3％

牛渡・樋渡
4.4％

権現堂
12.5％

川添
10.1％

県内
67.6％

北海道・東北地方
（福島県除く）

5.1％

北陸・信越地方
3.8％

近畿・東海地方
1.4％

中国・四国
九州・沖縄地方
　　　0.5％

関東地方
21.7％

避難所（公営住宅、
ホテル・旅館等を
　　含む）　6.7％

自己負担で
借りている
住宅  7.1％

仮設住宅
22.2％

自治体が
借り上げている住宅

51.3％

親戚・知人宅
5.4％

その他 5.9％
無回答 1.4％ 無回答 3.4％

いる
25.8％

いない
70.8％

復興に関する

町民アンケート
集計
結果

福島第一原発事故により避難生活を送る町民の皆さまの
避難生活での課題や要望、浪江町への帰還に対する意識、
今後の復旧・復興への意見を把握するために実施しました。

回答者の性別、年齢層に大きな偏りはない。

■調査方法・時期　郵送により配布・回収（平成２３年１１月）
■配　布　数　　　１８，４４８名
■回収数・率　　　１１，００１（５９．６％）
■そ　の　他　設問の終わりに（複数回答）とある問いは、１

人の回答者が複数の回答をしているため、回答
の合計比率が１００％を超える場合があります。

調査
目的

調査対象　高校生以上の全町民

問1　アンケート調査対象者

性　別
世帯単位で実施した福島大学のアンケート（男性、高齢者中心）
と比較すると町民の人口構成が反映されている。

年 齢 層

「苅野」（18.0％）、「大堀」（14.9％）、「権現堂」（12.5％）、「幾世橋」
（10.8％）、「川添」（10.1％）の順で回答が多い。

浪江町での居住地区
「県内」が67.6％と町民の半数以上は福島県内に避難している。
次いで、「関東地方」が21.7％と多い。

避難先の都道府県

「自治体が借り上げている住宅」が半数強（51.3％）を占める。
「仮設住宅」は22.2％。

避難先の居住種別
１８歳未満のお子さんが「いる」は25.8％、「いない」は70.8％。

家族（18歳未満のお子さんの有無）

�����������������
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■復興に関する町民アンケート

どこでも住む  
　　　5.2％

福島県内
の浜通り
25.7％

福島県内の会津地方
1.5％

用意された
居住地には
住まずに、
自分の
住みたいとこ
ろに住む
36.3％

福島県外
12.8％

無回答
7.7％

福島県内
の中通り
10.8％

放射線量の低下が期待できない

原子力発電所の事故が収束していない

生活基盤の復旧・整備が困難である

67.9％

57.0％

54.8％

7.2％

41.0％

30.3％

21.5％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％ 80.0％

17.2％

5.1％

就労の場や仕事の確保が困難である

他の町民、特に若い世代が戻らない

自宅が崩壊あるいは流出している

避難先で新たな生活を築いている

町に愛着がなく、そもそも戻る気はない

無回答

用意されれば住む地域としては、「浜通り」が 25.7％、「中通り」
が 10.8％等と福島県内が 38.0％と４割弱を占め、福島県外
は 12.8％となっている。福島県内の中では、住み慣れた浜
通りが大多数となっている。
一方、「自分で住みたいところに住む」が 36.3％であり、それ
ぞれに応じた場所に対するニーズも高い。

「放射線量の低下が期待できない」（67.9％）、
「原子力発電所の事故が収束していない」
（57.0％）、「生活基盤の復旧・整備が困難であ
る」（54.8％）が比較的多い。
現時点で、国等の対策が進んでいない代表的な
分野であり、具体的な成果が示されていないこ
とが大きく影響していることが推察される。

問３-4　戻るのは難しいと思う理由について教えてください。
                                  （「戻らない」を回答された方 3,616人）

問３-5　浪江町民向けに、仮に国や県等によって
居住地が用意された場合、どこなら住みますか。　
　（「戻らない」を回答された方 3,616人）

＜「その他」の記述＞
・宮城県（44件）
・茨城県（27件）
・東京都（26件）
・関東地方（21件）
・放射線の不安がない場所
               （11 件）     など

除染、
復旧・復興の
いずれも必要
55.0％

除染、
復旧・復興の
いずれも不要
24.4％

除染だけ
必要
11.7％

無回答 
8.8％

「除染、復旧・復興のいずれも必要」が 55.0％と過半を占める。
「除染だけ必要」は 11.7％であり、除染が必要とする方は
66.7％に上る。一方、「除染、復旧・復興のいずれも不要」
は24.4％（※）である。
町に戻らないと答えた町民であっても、多くの町民が「ふるさ
となみえ」の再生を希望している。
※「いずれも不要」は回答者全体の8．0％

問３-6　他の地域に住まわれる場合、浪江町の
除染や復旧・復興は必要だと思いますか。
　（「戻らない」を回答された方 3,616人）

上下水道等の生活基盤の復旧・整備

特になし

福祉施設の再開

その他

農林水産業の再開

学校、幼稚園等の再開

就労先の事業再開

商店等の再開

病院等の医療機関の再開

被災した家屋に替わる住宅の整備

放射線量の測定と放射性物質の除染

無回答

35.5％

39.9％

63.8％

69.7％

17.2％

16.0％

2.2％

8.2％

7.1％

6.3％

5.8％

3.4％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 70.0％ 80.0％60.0％

「上下水道等の生活基盤の復旧・整備」
（69.7％）、「放射線量の測定と放射性物質
の除染」（63.8％）が多い。次いで、「被災
した家屋に替わる住宅の整備」（39.9％）、「病
院等の医療機関の再開」（35.5％）である。

＜「その他」の記述＞
・すべて必要。（278件）
・浪江町の復興はできないと思う。（58件）
・集団移転し、新天地で復興する。（40件）
・早急な賠償（土地、家、財産）。（28件）
・除染による放射線量の低下。（14件）
・上水道、井戸水の汚染調査。詳細なモニ
  タリング、汚染マップの作成。（７件）
・双葉郡一体となった復興。（３件）　
  など

問４-１　浪江町の復興に向け、当面、どのような施策が必要ですか。
（複数回答）

問4　浪江町の今後の復興について
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■復興に関する町民アンケート

賠償に関する相談や手続きの支援

その他

仮設住宅等と商店等を結ぶ交通の確保

避難先での学習機会の充実

町民を繋ぐ絆の維持

健診や相談による町民の健康管理

生活に関する情報発信の強化

事業再開や就労促進の支援

仮設住宅等に替わる復興住宅の整備

二重生活等による生活負担の支援

放射線に関する情報や知識の周知

無回答

27.7％

35.6％

37.1％

59.2％

25.0％

25.0％

4.3％

24.5％

21.3％

4.3％

3.6％

3.6％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 70.0％60.0％

計画的避難区域より下回る線量
（年 20mSv 未満）  5.9％

国が中間目標値として今後
整理する線量（年 1mSv に
至るまでの中間目標値）  5.7％

国が除染後の
最終目標値と
している線量
以下（追加被
ばく年 1mSv） 
　　　 19.8％

震災発生前の線量
（追加被ばく 0mSv）  

49.2％

わからない 
16.6％

無回答 2.8％

放射線量が下がり、
上下水道、電気など
の生活基盤が整備さ
れれば戻る 15.7％

上記を
踏まえても
戻らない
32.9％

放射線量が下がり、
生活基盤が整備され
他の町民がある程度
戻れば戻る
43.5％

無回答 3.0％ 警戒区域が解除されれば戻る 4.9％

1年以内 7.1％

1年～2年
以内
28.0％

3年～5年
以内
12.2％

5年～10年
以内  5.7％

いつまで
でも待つ
11.2％

2年～3年以内
27.5％

その他 3.5％
無回答 4.9％

※震災発生の 2011年（平成 23年）3月からの期間です。

「放射線量が下がり、生活基盤が整備され、他の町民がある程度
戻れば戻る」が43.5％と最も多く、半数近くを占める。また、「放
射線量が下がり、上下水道、電気などの生活基盤が整備されれ
ば戻る」は 15.7％、「警戒区域等が解除されれば戻る」は 4.9％
であり、合わせると64.1％が条件さえ整えば「戻る」としている。
一方、「戻らない」は32.9％である。戻るのが難しいと思う理由は、
問３-４に記載。その分析が特に重要。

問3　浪江町への帰還について

問３-２　あなたは浪江町に戻りたいと思いますか。

「賠償に関する相談や手続きの支援」
（59.2％）が最も多い。このほか「放射線
に関する情報や知識の周知」（37.1％）、「二
重生活等による生活負担の支援」（35.6％）、
「仮設住宅に替わる復興住宅の整備」
（27.7％）が多く、困りごとを解決するため
の施策が求められている。

問２-５　避難生活の改善、向上に向け、どのような施策が必要ですか。
（複数回答）

＜「その他」の記述＞
・支援格差（物資、情報提供）の解消（41件）
・先の見通しを示してほしい。（22件）
・賠償対策を重視すべき。（22件）
・すべて必要。（15件）
・借上げ住宅（県外、県内）、仮設住宅の居住期限
  の延長（12件）
・町民が集まれる機会づくり。（８件）
・福祉施設、高齢者のケアを充実。（８件）
・町のインフラ整備や除染の実施。（７件）
・避難生活中のさまざまな支援充実。（４件）
・自立支援の充実。（４件）
　など

「震災発生前の線量（追加被ばく0ｍＳｖ）が49.2％と最も多く、
半数近くを占める。
次いで「国が除染後の最終目標値としている線量以下（追加被
ばく年１ｍＳｖ）（19.8％）である。

問３-１　現段階において、放射線量だけを考えた
場合、戻っても良いと考える放射線量の水準はどれ
くらいですか。

＜「その他」の記述＞
・わからない、決められない。（35件）
・できるだけ早い時期に戻りたい。（17件）
・放射線量が下がり、安全が保障されるまで。（11件）
・何年で戻れるのか明確にしてほしい。（９件）
・戻りたい。でも迷いもある。（７件）
・子どもが成人、独立するまでの期間。（６件）
・高齢なのでいつまで待てるか不安。（５件）　  など

「１年～２年以内」が28.0％、次いで「２年～３年以内」が27.5％と多い。
これに「１年以内」（7.1％）を合わせると３年以内が62.6％となる。
「５年～10 年以内」は 5.7％、「いつまでも待つ」は 11.2％に留まって
いる。町民の多くは帰還するにしても短期間での実現を求めている。

問３-３　どの程度の期間であれば待てますか。
                                 （「戻る」を回答された方 7,051人）
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○復興は難しいと思う（元の浪江町には戻せない）。戻る
人の復興計画だけでなく、戻らない人の復興計画や支
援を。（190件）

○浪江町に戻るのは不可能。戻っても若い世代か帰還し
ないため、復興は困難。土地と建物を売却し、集団移転
をして別な土地で浪江町として復興した方がいい。
（171件）
○一日も早い復興を望む。必ず浪江町は復興できる。
（164件）
○生活基盤の復興だけでなく、雇用の場が大事。若い人が
戻らなければ町は衰退し、存続できない。学校などの対
策も必要。（72件）

○町単独では、復興はできない。再生エネルギー等の誘
致、特区制度など国や東電の支援、賠償による復興。
（51件）
○震災前の状況に復興すること。どんなこともあきらめて
はいけない。農林水産業すべての復興が大事。（24件）
○浪江町には戻らない。でも、復旧復興はして、いつでも戻
れる場所になってほしい。（７件）

■復旧・復興に関する意見（１，119件）

○土地、建物の賠償（補償）を進めてほしい。新しい土地で
の生活ができない。（229件）
○町として、国、東電にしっかりと賠償を訴えて欲しい。
（109件）
○納得のいく賠償がされるのか不安。（30件）
○今の除染技術では線量の低下が見込めない。莫大な費
用をかけるのであれば、賠償に充てるべき。（23件）

■賠償に関する意見（536件）

　１月上旬にアンケート結果の詳細と町と町民の暮らし
の復旧・復興のためのビジョンの検討状況について別途
お知らせする予定です。

○町長は、戻ることばかり考えないで他のことにも目を向
けてほしい。（54件）
○町議員数を削減し、復興のための組織を設立してほし
い。（若い世代・有識者の参加が必要）（４件）
○町議員の活動を報告してほしい。（３件）

■町長・議員に対する要望など（217件）

○全町民が戻れるように、早急に、計画的に、積極的に除
染を進めてほしい。（187件）

○町内全域の除染は不可能。膨大な経費と歳月が無駄に
なるので、他に使った方が良いと思う。（142件）
○町内全体（多くの箇所）での空間・土壌放射線量の測定
公表。（プルトニウム含む）（15件）

○除染は国・東電で実施すべき。（東電が除染に参加しな
いのはなぜですか？）（14件）
○国は信用できないので、町で除染してほしい。（５件）

■除染、モニタリングに関する意見（485件）

○浪江町に戻りたいが、子どもの将来や健康を考えると、
安心して住める環境（すべての箇所で放射線量が震災
以前の状態）にならなければ戻ることはできないと思
う。（19件）
○健康状態が心配。また、被ばく検査の場所が遠い・検査
内容が他の行政と異なる点が不満です。（毎年内部被ば
く検査を実施してほしい。）
　（11件）
○震災時の幼稚園・保育園・小学校・中学校生徒を集め
て、以前と同じ仲間で学校生活を再開してほしい。また
は、同様な仲間のつながりが持てるようにしてほしい。
（10件）

■子どもの心身ケア、将来、教育に関する意見
　（97件）

○町として今後の方針を早く示してほしい。（111件）
○職員の電話、窓口対応の不備。対応が遅い。電話が繋が
りにくい。（26件）
○国や東電の情報が信用できない。町は、町民のためにも
正しい情報を開示してほしい。（12件）

○町民の意見や要望を広く聞いて欲しい（広聴）（８件）
○将来を担う子どもたちの意見を聞いてほしい。（２件）
○放射能の正しい知識を身に付ける教育を実施すべき。
（２件）
○今後、この災害を子孫に伝えていくために、しっかりと
したマニュアル作り、防災・減災に努めてほしい。（２件）

■役場（行政）に対する要望など（289件）

○避難中の体と心の健康が心配。（16件）
○全町民を対象に被ばく量を計測してほしい。（14件）
○被ばく手帳、線量計の配布など、将来的にはこのような
対応をしてほしい。（７件）

■健康管理に関する意見（59件）

○戻れるのか、戻れないのか、戻る時期などを早く明確に
決定して欲しい。　（153件）

○浪江町に戻るのか、戻らないのか、悩んでいる。（35件）
○町民それぞれ状況が違う。浪江町に戻るということだけ
でなく、それぞれの復興が大事ではないか。（30件）
○子どものことや仕事のことですぐには浪江町には戻ら
れないが、何年か、何十年後には戻れるようになってい
てほしい。（20件）

■帰還に関する意見（1,124件）

○原発事故の収束を早期に進めてほしい。（41件）
○原発事故に関する（現在の状況・放射線量）正確で詳し
い情報がすべて知りたい。（27件）

■原発に関する意見（208件）

○町を震災前の状態、元の生活に戻してほしい。以前のよ
うな当たり前の幸せな生活をしたい。（39件）
○浪江町を絶対に無くさないでほしい。（９件）
○個人個人の意識の向上が必要（東電の賠償に頼らない
など）（８件）
○町民の絆（繋がり）は維持していきたい。（６件）

■その他の意見・要望など（317件）

■復興に関する町民アンケート

　行政運営班　　0243－62－0123
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■復興に関する町民アンケート

地場産業や商店街の復興

その他

特になし

教育環境の向上

コミュニティの復活

津波被災者等のための住宅地の整備

買い物等の利便性の向上

農林水産業の復興

防災・減災に配慮したまちづくり

新たな産業の誘致・創出

医療・福祉の充実

無回答

28.6％

32.7％

47.7％

49.1％

27.9％

25.9％

3.6％

23.5％

10.2％

9.0％

5.0％

5.4％

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

元の場所
12.0％

元の居住地
付近の高台
38.5％

浪江町以外の
市町村
22.7％

1、2以外の
浪江町内の場所
17.9％

無回答 
8.9％

「地場産業や商店街」（49.1％）、「医療・福
祉の充実」（47.7％）が多い。次いで「新た
な産業の誘致・創出」（32.7％）、「防災・
減災に配慮したまちづくり」（28.6％）、「農
林水産業の復興」（27.9％）の順である。産
業復興を重視したまちづくりが求められてい
る。

＜「その他」の記述＞
・すべて重要。（229件）
・集団移転し、新天地で復興する。（34件）
・浪江町の復興は無理だと思う。（32件）
・除染をし、放射能の不安を払しょくし、安全・
  安心な町にする。（32件）
・脱原発、また原発雇用に替わる雇用先の創出。
  （13 件）
・中間貯蔵施設、最終処分場の誘致。（４件）
・放射線や除染の研究施設、企業の誘致。（４件）　
  など

問４-2　浪江町の復興の方向として、どのような町づくりが重要
ですか。（複数回答）

「元の居住地付近の高台」が 38.5％と最も多い。「元の場所」
（12.0％）、「前記以外の浪江町内」（17.9％）を合わせると浪
江町内を希望する町民が 68.4％を占める。
一方、「浪江町以外」は22.7％である。

問５-１　津波被害にあわれた方の住みたい場所
　　　　　　（津波被害にあわれた方　９４２人）

問5　津波被害

問6　自由意見

■避難生活の支援に関する意見
【仮設住宅に関すること（109件）】
○仮設住宅の設備に関する不満（狭い、寒い、駐車
場が足りない等 )。（54件）

○仮設での生活はプライバシーが無く、ストレスがた
まる。精神を病んでしまう。（６件）
○仮設住宅によって設備に差があり、不満だ。（４件）

【今後の仕事、生計に関すること（136件）】
○就労支援及び生活基盤の確保をし、早く元の生活
に近い状態に戻りたい。（39件）
○避難生活は、まったく先が見えず不安。生活の見
通しが立てられない。（31件）

○家族とバラバラの生活であり、生活費の不安。
雇用がなければ戻れな
い。（10件）

【一時立入に関すること（106件）】
○自由に出入りできるようにしてほしい。（条件付き
でも）（39件）
○今後も継続し、次回の立入までの期間を短く定
期的に行ってほしい。（19件）

【支援の格差に関すること（255件）】
○どこに住んでいようと（借上げ、知人、親戚宅、社宅）平
等の支援をしてほしい。また、他町村より浪江町は支援が
少ないと思う。（203件）

○県外避難者に対する支援や情報が不十分。もっと県外にも
目を向けて欲しい。（23件）
○世帯主以外にも支援物資等を配ってほしい。（３件）

【町からの情報提供に関すること（101件）】
○町からの情報・広報に関して、避難者すべてに平等かつ速
やかにさまざまな手法で情報発信してほしい。（46件）
○国・東電の今後の対応・対策・収束状況について、その
都度情報が知りたい。（６件）

○借上げ住宅に避難している町民への、速やかな情報の発信・
交流・支援等（町民ネットワーク）を構築してほしい。（３件）

【その他の意見・要望（270件）】
○なれない土地での避難生活はストレスがたまり、不安ばか
りが募ります。（家族一緒に暮らしたい。）（43件）
○町民が集まれる機会づくり、老人会などのコミュニケーショ
ンの場を設けてほしい。（33件）
○仮設住宅ではなく、復興住宅（集合住宅）を福島県内に
早く作ってほしい。（15件）

○高齢者への、医療福祉支援体制の強化。（７件）

※多くの皆さまに記入していただきました。一部抜粋して掲載します。
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11月30日、スーパーセンターベイシア安達店（二本松市安

達地区）で、なみえ（安達運動場仮設住宅）安全安心パト

ロール隊（隊長　高橋政雄さん）の発隊式が行われました。

同隊は、安達運動場仮設住宅に入居している住民22名で結

成され、仮設住宅住民の安全確保と犯罪のない明るい地域づく

りのため、週３回の定例パトロール活動などを実施しています。

安心安全守ります
12月４日、二本松市木幡地区で木幡の幡祭りが行われ、浪

江町が特別参加しました。

このお祭りは、日本三大旗祭りの一つで、国指定重要無形

民俗文化財に指定されています。

今年は、町関係者も参加し、「祈・復興　浪江町」の奉納旗

をなびかせながら練り歩き、復興への思いを新たにしました。

復興願い「木幡の幡祭り」

富士通アイソテック株式会社様（ＦＩＴ：
伊達市）から富士通のデスクトップパソコ
ン（伊達モデル）が届けられました。
同社の「ファミリーフェスティバル」に
浪江町民が招待されたことをきっかけに交
流が始まり、パソコンが不足していること
を知って４台を寄贈してくださいました。 福島民友新聞社様（代表取締役社長　神田

俊甫さん）から県内外の皆さまからの義援
金が届けられました。

新日本管財株式会社様（会長　田代七郎さ
ん）から仮設住宅等に入居している方々の
ために米やしょうゆ、みそなどが届けられ
ました。（今回で３回目となります。）

ＮＰＯ法人京都匠塾様（京都府南丹市：
代表高橋博樹さん）から義援金が届けられ
ました。
ＮＰＯ法人京都匠塾は、京都伝統工芸大
学校の卒業生たちで組織され、自分たちの
工芸品をオークション形式で販売した売上
金などを義援金として届けてくださいまし
た。役場二本松事務所には、南丹市を代表
して、佐々木稔納市長が訪れました。

興化市から思いを込めて
ヨ　　　ケンネン

11月20日、政協興化市委員会副主席　余　建年団長率いる14

名の訪問団から友好記念品が届けられました。

これは、興化市内での義援金活動により、お金ではなく永久

に残る品でと贈られたもので、友好都市締結から現在までの交

流の歴史など、町民に対する興化市民の思いが表

されています。

「浪江町の皆さんが一日も早く落ち着いた

生活を取り戻せますように。今後も友好関係

がさらに深く発展していくことを願いま

す。」とおしゃっていました。

としのり

����

岡山県高梁市教育委員会から浪江町の仮設住宅27カ所にマ

ンガコミック3,600冊が届けられました。

11月23日～26日の４日間、高梁市の皆さんが各集会所（36

カ所）を回り100冊ずつ寄贈しました。ありがとうございました。

マンガで元気に

浪江町消防団長　紺野榮重さん（北幾世橋）が、多年にわ

たり消防力の強化、消防活動の推進に努めた功績を称えら

れ、藍綬褒章を受章しました。

また、浪江町消防団が、東日本大震災の際の災害活動での

功績を称えられ、総務大臣から表彰を受けました。

教育長などを歴任し、

学校教育の発展にご尽力

された遠原肇一さん（権

現堂）が、秋の叙勲瑞宝

双光章を受章されました。

おめでとうございます

12月12日、二本松市の各

学校給食調理場に北海道帯広

市から物資の支援としてメー

クインや玉ねぎ、ごぼうなどた

くさんの野菜が届けられまし

た。ありがとうございました。

※二本松市内の浪江小・中学

校の給食は、二本松市の東

和給食センターで作られて

います。

北海道から支援野菜海道から支援野菜北海道から支援野菜

11月30日、浪江町グラウンドゴ

ルフ協会と桑折町グラウンドゴルフ

協会の親善コンペが開かれました。

大会には、県内外から会員ら約

30人が集まり、久しぶりの仲間と

のプレーを楽しみました。

桑折町で元気に再会

双葉地方総決起大会

大堀小

12月３日、いわき明星大児玉記念講堂（いわき市）

で原子力災害の完全賠償を求

める双葉地方総決起大会が開

かれ、双葉郡住民約1,400人

（浪江町民約250人）が集ま

りました。

大会では、賠償や健康保障

を求める大会決議が採択さ

れ、国と東電に速やかな対応

を求めました。

������������������
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問合せ
申込み
電　話
ファックス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
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浪江のこころ通信

■
７
人
家
族
は
県
外
避
難

震
災
当
日
、
仕
事
を
し
て
い
た
ら

地
震
が
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
高
台
の

墓
地
へ
避
難
し
ま
し
た
。
幸
い
自
宅

は
海
か
ら
８
㎞
離
れ
て
い
て
、
津
波

か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
体
育
館
へ
避
難
し
、
当
日

の
夜
は
電
気
も
な
い
体
育
館
で
家
族

み
ん
な
過
ご
し
ま
し
た
。
「
地
震
が

収
ま
れ
ば
、
１
〜
２
日
間
ぐ
ら
い
で

す
ぐ
に
自
宅
に
戻
れ
る
。
」
と
軽
い

気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

息
子
の
友
人
が
東
電
に
勤
め
て
い
て
、

電
話
で
（
原
発
が
）
危
な
い
っ
て
い

う
ん
で
す
。
体
育
館
に
は
テ
レ
ビ
も

ラ
ジ
オ
も
な
か
っ
た
か
ら
、
周
り
の

誰
も
そ
ん
な
話
を
信
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
12
日
午
後
３
時
半
過
ぎ
に
原
発

が
（
水
素
）
爆
発
し
た
と
の
話
を
聞

い
て
、
息
子
夫
婦
は
２
人
の
子
ど
も

の
健
康
を
考
え
て
、
先
に
福
島
を
離

れ
ま
し
た
。
嫁
い
だ
娘
の
い
る
広
島

へ
。
私
た
ち
夫
婦
も
そ
の
後
広
島
へ
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
私
の
兄
弟
が
住
む
東

京
へ
行
き
ま
し
た
。
で
も
今
度
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
こ
ち
ら
で
一
緒
に
暮
ら

そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
息
子
は
広

島
市
内
で
就
職
し
、
と
き
ど
き
孫
た

ち
の
顔
も
見
て
い
ま
す
。

■
広
島
で
も
白
ネ
ギ
を
！

広
島
へ
来
て
か
ら
は
、
田
畑
の
あ

る
家
を
探
し
ま
し
た
。
浪
江
で
は
、

早
期
退
職
後
、
専
業
で
白
ネ
ギ
や
イ

ン
ド
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
い
ろ
ん
な
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
白
ネ

ギ
は
人
気
が
あ
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら

と
い
う
と
き
に
震
災
に
遭
っ
た
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
、
広
島
で
も
野
菜

を
作
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
方
か
ら
田
畑
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
探
し
回
っ

て
見
つ
け
た
の
が
、
こ
こ
志
和
町
。

な
だ
ら
か
な
山
の
景
色
や
川
と
の
風

景
が
と
て
も
良
く
、
米
と
水
も
お
い

し
く
て
、
と
て
も
い
い
所
で
す
。
今

は
、
東
広
島
市
内
に
あ
る
農
業
法
人

で
働
き
な
が
ら
、
来
春
か
ら
の
野
菜

作
り
に
備
え
て
い
ま
す
。
機
械
も
手

に
入
り
ま
し
た
。
福
島
県
人
会
の
集

い
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
野
菜
の
有

機
栽
培
の
情
報
が
入
手
で
き
た
の
で
、

有
機
栽
培
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

■
今
、
思
う
こ
と

震
災
後
の
こ
の
８
カ
月
は
長
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
２
度
の
一
時

帰
宅
を
し
ま
し
た
が
、
２
度
目
に
戻
っ

た
と
き
に
は
、
茎
の
太
く
な
っ
た
雑

草
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
広
島

で
は
（
広
島
市
の
）
社
協
さ
ん
が
被

災
者
交
流
会
を
開
催
し
て
く
れ
て
、

被
災
者
同
士
で
顔
を
合
わ
せ
て
話
も

で
き
、
連
絡
も
取
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
最
近
は
出
か
け
て
い
ま

せ
ん
。
支
援
は
あ
り
が
た
い
け
ど
、

支
援
ば
か
り
受
け
て
い
て
も
自
立
で

き
な
い
か
ら
。
自
立
す
る
た
め
に
も

何
と
か
野
菜
づ
く
り
を
軌
道
に
乗
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
野
菜
づ
く
り
は

少
し
ず
つ
で
き
て
い
く
と
思
う
け
ど
、

ず
っ
と
居
る
と
部
落
民
の
名
前
を
忘

れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
浪
江

の
こ
と
は
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。
共

助
会
の
み
ん
な
、
毎
年
の
新
年
会
、

そ
し
て
２
年
毎
の
花
見
は
み
ん
な
で

や
り
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
や
り
ま
し
ょ

う
！

高田　秀光さん（室原）
取材者：ひろしま市民活動ネットワーク ＨＥＡＲＴ  ｔｏ  ＨＥＡＲＴ  竹内・小川
取材日：11月23日

離れて暮らせど、心はいつも浪江にあり
　浪江町室原に７人家族でお住まいだった高田さんご夫婦は、現在、東広島市志
和町在住。息子さん夫婦と孫２人は広島市内、おばあちゃんは東京と離れて暮ら
す。志和町では田畑を借り、来春からの農業再開を目指して、働きながら有機栽
培による野菜作りを学んでいる。

▲一時帰宅時の自宅写真を見入る高田さん

広島県

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※東北圏地域づくりコンソーシアム推進協議会は、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働
のまちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

浪江の

通信こころ通信通信通信こここここここころころろろ

「浪江のこころ通信／第７号」への
感想をお寄せください。

● 第７号 ●

【連絡先】〒976－0904 福島県二本松市郭内一丁目196－1
男女共生センター内 浪江町役場二本松事務所
　「浪江のこころ通信」宛

FAX.0243－22－4261

������������������



浪江のこころ通信

　大地震が起きたときはばらばらになっていた
家族も、なんとか中央公園などに一時避難する
ことができ、その後、なかなか見えない状況に
不安感を抱きながらも、とにかく家族一緒に北
へ北へと避難。今は、阿久津さんも奥さんも職
を得て希望を持って暮らしています。

秋田県

阿久津雅信さん（権現堂）
取材者：ＮＰＯ法人あきたパートナーシップ  高杉
取材日：11月24日

みんなでまた一緒に暮らしたい

▲新しい職場での阿久津さん

地
震
は
、
こ
の
世
の
終
わ
り
か
と

思
う
ぐ
ら
い
揺
れ
た
よ
。
自
分
は
西

台
の
現
場
で
エ
ア
コ
ン
の
仕
事
を
し

て
い
た
し
、
妻
と
息
子
は
自
宅
、
娘

は
友
人
宅
と
ば
ら
ば
ら
で
し
た
。
中

央
公
園
に
避
難
し
た
と
い
う
こ
と
で

確
認
は
で
き
た
け
れ
ど
、
父
は
店
の

確
認
な
ど
て
ん
や
わ
ん
や
。
そ
う
こ

う
す
る
う
ち
に
大
津
波
警
報
が
で
て
、

と
に
か
く
山
の
ほ
う
に
避
難
す
る
よ

う
に
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
高

台
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
行
き
、
そ
こ
で
夜

ま
で
い
て
、
そ
れ
か
ら
浪
江
中
学
校

の
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
朝
方
、

警
察
が
来
て
総
理
大
臣
の
命
令
に
よ

り
「
原
発
か
ら
20
㎞
以
内
は
、
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ
、
今

度
は
津
島
地
区
の
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
避
難
し
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
は
新

潟
か
ら
の
救
援
物
資
が
届
い
て
い
て
、

そ
の
素
早
さ
に
は
感
激
で
し
た
。
私

も
交
通
整
理
な
ど
を
手
伝
い
し
て
い

る
と
午
後
３
時
く
ら
い
か
な
？
原
発

の
爆
発
に
よ
る
煙
ら
し
き
も
の
を
見

つ
け
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
確
認

す
る
と
原
発
が
爆
発
し
て
い
ま
し
た
。

「
放
射
能
は
大
丈
夫
な
の
か
？
」
知

識
が
ほ
と
ん
ど
な
い
自
分
は
、
と
に

か
く
家
族
を
連
れ
さ
ら
に
遠
く
に
逃

げ
る
し
か
な
い
と
、
と
り
あ
え
ず
福

島
を
目
指
し
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
不

足
、
ス
ー
パ
ー
は
物
不
足
と
あ
っ
て
、

ど
こ
に
行
く
あ
て
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
福
島
の
駅
裏
で
一
泊
、

競
馬
場
で
一
泊
、
さ
ら
に
山
形
県
の

米
沢
の
ホ
テ
ル
に
３
泊
と
転
々
と
し

ま
し
た
。

聞
い
て
く
だ
さ
い
！
こ
ん
な
大
変

な
状
況
の
中
で
も
肘
折
温
泉
（
山
形

県
）
で
５
日
間
い
た
と
き
に
ね
、
当

時
１
歳
の
息
子
が
は
じ
め
て
歩
い
た

ん
で
す
よ
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

山
形
に
避
難
中
に
由
利
本
荘
市
の

同
業
者
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
方

の
紹
介
で
由
利
本
荘
市
の
「
ぽ
ぽ
ろ
っ

こ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
滞
在
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
由
利
本
荘
市
の
お
か

げ
で
無
料
で
滞
在
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
住
む
場
所
も
確
保
で
き
た
の

で
、
家
族
７
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

浪
江
町
は
、
い
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。

山
も
海
も
川
も
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト

で
生
活
す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
大

き
さ
の
町
で
、
気
候
的
に
も
暮
ら
し

や
す
い
で
す
。

由
利
本
荘
市
で
は
皆
さ
ん
良
く
し

て
く
だ
さ
る
し
、
食
に
関
す
る
活
動

の
つ
な
が
り
の
知
人
も
い
る
の
で
楽

し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
町
を
捨
て
た
わ

け
じ
ゃ
な
い
。
今
ま
で
一
緒
に
暮
ら

し
て
き
た
町
の
人
と
一
緒
に
暮
ら
せ

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
最
高
で
す
ね
。

同
窓
生
た
ち
も
ど
う
し
て
い
る
の
か

気
に
な
っ
て
い
ま
す
し
ね
。

ひ
じ
お
り
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山形県

今野　瀬楠さん（小６）・秀哉くん（小４）（川添）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル  柴田
取材日：12月６日

今度会うときは元気で会おうね

　今野さんご一家は４人家族。現在、お父さんは二本松市に単
身赴任中。お母さん、瀬楠さん、秀哉くんはお母さんの実家の
ある山形県大江町でおじいちゃんおばあちゃんと一緒に暮らし
ています。

■
瀬
楠
さ
ん
の
話

今
は
、
本
郷
東
小
学
校
と
い
う
学

校
に
バ
ス
で
通
っ
て
い
ま
す
。
前
の

学
校
よ
り
も
ク
ラ
ス
の
人
数
が
少
な

い
で
す
が
、
先
生
も
友
だ
ち
の
よ
う

に
接
し
て
く
れ
て
楽
し
く
通
っ
て
い

ま
す
。
友
だ
ち
の
お
家
へ
も
バ
ス
で

遊
び
に
い
く
の
で
す
が
、
バ
ス
が
２

時
間
に
１
本
し
か
な
い
の
で
乗
り
遅

れ
る
と
大
変
で
す
。
浪
江
で
は
「
サ

ン
プ
ラ
ザ
」
に
友
だ
ち
や
家
族
と
買

い
物
に
行
っ
て
遊
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
今
は
近
く
に
お
店
が
全
然
な
い

の
で
不
便
で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
二
本
松
市
で
仕
事

を
し
て
い
て
月
２
回
く
ら
い
し
か
会

え
な
い
の
で
す
が
、
お
母
さ
ん
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
近
く

に
い
て
く
れ
て
、
い
と
こ
も
遊
び
に

く
る
の
で
寂
し
く
な
い
で
す
。
お
父

さ
ん
と
は
と
き
ど
き
電
話
で
話
し
て

い
ま
す
。
帰
っ
て
き
た
と
き
は
、
オ

セ
ロ
を
一
緒
に
し
た
り
、
買
い
物
や

遊
び
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

地
震
の
後
、
仲
の
良
か
っ
た
友
だ

ち
と
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
け

ど
、
こ
の
前
福
島
市
と
二
本
松
市
の

仮
設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
友
だ
ち

に
久
し
ぶ
り
に
会
え
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
浪
江
小
学
校
の
先

生
も
手
紙
や
ス
キ
ー
合
宿
の
と
き
の

写
真
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
浪
江

に
戻
っ
た
ら
前
の
よ
う
に
、
一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
み
ん
な
で
買
い

物
に
行
っ
た
り
、
ま
た
友
だ
ち
と
遊

び
た
い
し
、
浪
江
の
お
い
し
い
い
く

ら
や
お
寿
司
も
食
べ
た
い
で
す
。
今

度
会
っ
た
と
き
は
、
み
ん
な
元
気
で

会
い
た
い
で
す
。

■
秀
哉
く
ん
の
話

地
震
が
起
き
た
と
き
、
小
学
校
に

い
て
帰
り
の
会
を
し
て
い
ま
し
た
。

す
ぐ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し
ま
し

た
。
泣
い
て
い
る
子
も
い
た
り
怖
が
っ

て
い
る
子
も
い
た
り
し
た
け
ど
、
お

母
さ
ん
が
す
ぐ
に
迎
え
に
き
て
く
れ

て
安
心
し
ま
し
た
。

今
一
番
楽
し
い
の
は
、
友
だ
ち
と

遊
ん
で
い
る
と
き
や
お
父
さ
ん
が
帰
っ

て
き
た
と
き
に
家
族
で
出
か
け
る
と

き
で
す
。
今
は
近
所
の
友
だ
ち
の
お

家
に
自
転
車
で
行
っ
て
遊
ん
だ
り
、

外
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
お
も
し

ろ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
山
形
は
雪
が

積
も
る
の
で
大
変
だ
け
ど
、
雪
だ
る

ま
が
作
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
友

だ
ち
と
冬
休
み
は
雪
で
遊
ぼ
う
っ
て

約
束
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
山
形

の
方
言
に
も
慣
れ
て
自
分
も
話
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

浪
江
町
の
お
祭
り
と
い
え
ば
た
く

さ
ん
の
屋
台
が
出
る
「
十
日
市
祭
」

が
懐
か
し
い
で
す
。
な
み
え
焼
き
そ

ば
も
ま
た
食
べ
た
い
な
ぁ
。
あ
と
、

請
戸
港
の
鮭
を
と
る
と
こ
ろ
を
見
学

に
行
っ
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。
こ

の
前
、
仙
台
に
い
る
友
だ
ち
に
会
う

こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
元
気
に
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
会
っ
て
な
い
友
だ

ち
も
い
る
の
で
元
気
か
ど
う
か
知
り

た
い
。
ま
た
一
緒
に
遊
び
た
い
で
す
。

▲大江町のお母さんの実家にて（左：瀬楠さん　右：秀哉くん）

せ　　な しゅう　や
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浪江のこころ通信

千葉県

山本江利子さん（樋渡）
取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ  風間・鍋嶋
取材日：12月２日

「十日市」で友だちに会えてうれしかった

▲左から奏ちゃん、響花ちゃん、江利子さん、花音ちゃん

４
月
３
日
か
ら
３
人
の
娘
た
ち
と

千
葉
県
市
原
市
五
井
の
ア
パ
ー
ト
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
夫
は
福
島
に
単

身
赴
任
中
で
す
。
長
女
の
花
音
は
小

学
４
年
生
、
次
女
の
花
奏
は
幼
稚
園

の
年
長
組
、
三
女
の
響
花
は
３
歳
で

す
。
夫
が
音
楽
好
き
で
、
三
人
と
も

音
楽
に
ち
な
ん
だ
名
前
を
つ
け
ま
し

た
。震

災
後
、
福
島
県
内
の
避
難
所
を

転
々
と
し
ま
し
た
。
パ
ン
と
お
に
ぎ

り
だ
け
の
食
事
の
繰
り
返
し
と
お
風

呂
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
末
娘
の

夜
泣
き
が
ひ
ど
く
、
私
と
母
と
で
交

代
で
抱
っ
こ
し
て
い
た
こ
と
な
ど
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
３
月
半
ば
に
、
東

京
の
義
妹
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
避
難
、

半
月
間
暮
ら
し
ま
し
た
。
お
お
ぜ
い

で
暮
ら
す
大
変
さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、

蛇
口
か
ら
水
が
出
る
暮
ら
し
は
、
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

こ
こ
で
の
生
活
は
、
車
が
な
く
買

い
物
な
ど
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。

長
女
に
妹
た
ち
の
世
話
を
頼
ん
で
留

守
番
し
て
も
ら
い
、
私
一
人
で
急
い

で
買
い
物
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
女
の
幼
稚
園
の
送
迎
も
、
三
女
と

私
の
３
人
で
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て

行
き
ま
す
。
で
も
、
長
女
が
妹
た
ち

の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
心
強
い
で
す
。
夫
は
月
に
２

回
は
帰
っ
て
き
ま
す
。
夫
の
負
担
を

考
え
る
と
、
今
は
そ
れ
以
上
の
こ
と

は
望
め
ま
せ
ん
。
で
き
る
な
ら
浪
江

に
帰
っ
て
、
家
族
一
緒
に
暮
ら
し
た

い
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
は
、
浪
江
の
小
学
校

や
保
育
園
の
先
生
や
友
だ
ち
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い

た
い
と
言
い
ま
す
。
長
女
は
、
浪
江

の
お
友
だ
ち
と
文
通
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
こ
と
な
ど
を
書
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
私
も
、
浪
江
の
職
場
の
方
々

に
は
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
会

い
た
い
で
す
ね
。
11
月
に
二
本
松
で

開
催
さ
れ
た
「
十
日
市
」
で
は
、
友

だ
ち
や
職
場
の
人
た
ち
と
会
う
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。子

ど
も
が
小
さ
い
の
で
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
お
お
ぜ
い

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
何
と
か
で

き
て
い
ま
す
。
全
国
に
散
ら
ば
っ
て

い
る
学
生
時
代
の
友
人
た
ち
と
は
、

ｍ
ｉ
ｘ
ｉ
（
ミ
ク
シ
ー
）
で
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
て
、
必
要
な
物
を
伝

え
る
と
集
め
て
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

当
初
、
千
葉
で
は
避
難
者
の
受
け
入

れ
体
制
が
で
き
て
お
ら
ず
、
民
間
の

住
宅
を
探
し
て
、
す
べ
て
自
費
で
の

準
備
で
し
た
。
つ
い
最
近
、
市
原
市

で
も
借
り
上
げ
住
宅
の
提
供
が
決
ま

り
、
12
月
８
日
に
引
っ
越
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
、
こ
こ

で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
早

く
ま
た
浪
江
の
み
ん
な
に
会
い
た
い

で
す
ね
。

か
の
ん

か
な
で

き
ょ
う
か

����

新潟県

栃本　信重さん（立野）
取材者：中越沖復興支援ネットワーク  水戸部
取材日：12月６日

戻れるものなら明日にでも
　　　　　　　戻りたい気持ちです

　浪江町でガス屋さんに勤務していた栃
本さんは、被災直後から町内のボンベの
点検等に奔走した。12日には南相馬市小
高区にある金房小学校に避難をはじめ、そ
の後各地の避難所を転々としたのち、新
潟県に避難した。

▲現在は妻と孫の３人で暮らしています。
　　　　（左から信重さん、楓ちゃん、操さん）

11
日
の
夜
、
倒
れ
た
ガ
ス
ボ
ン
ベ

の
確
認
等
の
仕
事
を
終
え
て
家
に
着

い
た
の
は
午
後
８
時
ご
ろ
で
し
た
。

家
に
は
富
岡
町
に
住
む
次
男
と
、
妻

と
孫
が
い
ま
し
た
。
被
災
時
に
浪
江

町
に
い
た
次
男
が
家
に
い
て
く
れ
た

こ
と
は
、
今
考
え
る
と
非
常
に
助
か

り
ま
し
た
し
、
安
心
で
き
ま
し
た
。

電
気
は
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ガ

ス
が
使
え
た
の
で
次
の
日
の
朝
は
ご

飯
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
す
ぐ
に
避
難
指
示
の
放
送
が

流
れ
、
家
族
で
南
相
馬
市
小
高
区
の

金
房
小
学
校
に
避
難
を
し
ま
し
た
。

小
学
校
は
多
く
の
避
難
者
で
あ
ふ
れ

か
え
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
の
後
、
原
町
区
の
石
神
中
学

校
に
移
り
、
17
日
に
は
新
潟
県
に
向

か
っ
て
い
ま
し
た
。
次
男
が
先
に
柏

崎
市
に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
避
難

所
の
情
報
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
柏
崎
市
の
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
避
難
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
私
の
妹
が
柏
崎
市
に
住

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
布
団
や
毛

布
を
集
め
て
も
ら
っ
た
り
色
々
と
助

か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
内
の
総

合
体
育
館
、
民
宿
を
経
由
し
て
、
現

在
は
市
内
の
ア
パ
ー
ト
に
妻
の
操
と

孫
の
楓
と
３
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

楓
は
、
通
う
こ
と
に
な
っ
た
半
田
小

学
校
に
も
慣
れ
て
き
て
、
友
だ
ち
も

少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
で
、
一

安
心
で
す
。

私
自
身
は
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で

柏
崎
市
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
働

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
草
刈
り

や
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
を
す
る
傍
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
竹
工
作
を
教
え
た
り

も
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
勤
務

先
が
自
然
体
験
交
流
施
設
「
ゆ
う
ぎ
」

と
い
う
所
で
、
そ
こ
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
指
導
で
き
る
よ
う
に
と
、
習
っ
た

も
の
で
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
活
か

し
て
、
８
月
に
福
島
市
内
で
開
催
さ

れ
た
ア
ス
ナ
ロ
幼
稚
園
の
集
ま
り
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
竹
工
作
で
つ
く
っ

た
ト
ン
ボ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

私
は
そ
こ
の
バ
ス
の
送
迎
な
ど
も
し

て
い
た
た
め
、
卒
園
式
も
で
き
て
い

な
い
ま
ま
の
子
ど
も
た
ち
に
何
か
し

て
あ
げ
た
い
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
非
常
に
喜
ん
で
く
れ

て
、
一
生
懸
命
作
っ
た
か
い
が
あ
り

ま
し
た
。
非
常
勤
職
員
の
仕
事
が
終

わ
っ
た
今
で
も
、
体
験
教
室
が
あ
れ

ば
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
参
加

し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
柏
崎
市
で
の
生
活
に
も

慣
れ
て
き
て
、
落
ち
着
い
て
き
た
印

象
は
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
浪
江
町

の
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
る
自
分
が

い
ま
す
。
こ
の
先
ど
う
な
る
か
は
全

然
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
帰
れ
る
も
の

な
ら
明
日
に
で
も
帰
り
た
い
ぐ
ら
い
、

自
分
の
ふ
る
さ
と
に
愛
着
が
あ
り
ま

す
。
い
つ
か
帰
れ
る
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
自
分
た
ち
も
被
災
者
で

あ
り
な
が
ら
復
興
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
行
政
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

み
さ
お

か
え
で

������������������



浪江のこころ通信

福島県

叶谷ヨシ子さん（請戸）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ  古山
取材日：12月８日

ここ笹谷は本当にいいところ
　　　人情の厚さが身に染みます

　津波で流されてしまった請戸の家は、大
工をしている息子さんが建てた広い家で、
息子さん夫婦や孫とともに暮らしていらっ
しゃいました。畑仕事をする一方、絵手紙
や老人会、筋力トレーニングなどを大いに
楽しんでいたそうです。

あ
の
震
災
の
と
き
は
、
お
友
だ
ち

の
家
で
お
茶
の
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

津
波
警
報
の
中
、
自
転
車
で
帰
宅
し
、

仕
事
が
休
み
だ
っ
た
息
子
と
孫
の
３

人
で
車
に
飛
び
乗
り
、
「
福
島
い
こ

い
の
村
な
み
え
」
に
向
か
い
ま
し
た
。

翌
日
12
日
に
は
浪
江
高
校
津
島
校
に

移
り
ま
し
た
が
、
断
水
の
た
め
ト
イ

レ
も
使
え
ず
、
配
給
さ
れ
た
の
は
お

に
ぎ
り
１
つ
。
寝
泊
ま
り
す
る
に
も

通
路
が
狭
く
、
大
変
で
し
た
。
３
日

目
に
は
川
俣
町
の
公
民
館
に
移
動
し
、

病
院
勤
め
の
た
め
患
者
さ
ん
と
と
も

に
避
難
し
て
い
た
嫁
と
や
っ
と
合
流

で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
す
ぐ
に
家
族
４
人
で
茨
城

県
の
孫
娘
の
家
に
１
カ
月
ほ
ど
世
話

に
な
り
、
４
月
下
旬
か
ら
は
北
塩
原

村
の
ぺ
ン
シ
ョ
ン
「
木
に
な
る
家
」

で
避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
し

て
６
月
２
日
に
、
こ
の
福
島
市
笹
谷

東
部
仮
設
住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
兵
庫
県
西
宮
市
の
方
か
ら

激
励
の
絵
手
紙
を
い
た
だ
い
た
ん
で

す
。
そ
の
方
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

で
被
害
を
受
け
、
娘
さ
ん
の
家
で
半

年
間
の
避
難
生
活
を
さ
れ
た
経
験
を

お
持
ち
で
、
家
族
や
住
む
家
の
あ
る

あ
り
が
た
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
見
知
ら
ぬ
方
に
こ
ん
な
に
も

気
遣
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
感

謝
で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
も
絵
手
紙
を
描
い
て
い
る
の
で
お

返
事
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
段
ボ
ー
ル

で
心
尽
く
し
の
品
と
ご
丁
寧
な
お
見

舞
い
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
で
も
絵
手
紙
で
や
り
取
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
絵
を
描
き
に
表
に
出
た
と

き
に
、
大
木
に
見
事
な
花
が
咲
い
て

い
て
、
そ
の
花
の
名
前
を
通
り
が
か

り
の
ご
夫
妻
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
縁
で
お
家
を
訪
ね
た

折
、
帰
り
際
に
雨
が
降
り
出
し
、
震

災
後
は
外
出
時
に
手
押
し
車
が
手
放

せ
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
わ
ざ
わ

ざ
車
に
乗
せ
、
私
を
送
っ
て
く
だ
さ

る
途
中
、
お
食
事
ま
で
一
緒
に
頂
き

ま
し
た
。

別
の
方
に
は
お
茶
飲
み
に
と
お
家

に
誘
わ
れ
、
私
の
大
好
き
な
柿
を
た

く
さ
ん
頂
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
こ

の
笹
谷
に
は
人
情
が
厚
い
方
が
多
い

の
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
ご
近
所
の

方
々
に
は
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

時
折
、
住
宅
に
は
福
島
大
学
の
学

生
さ
ん
方
が
足
湯
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
若
い
男
子
学
生
さ
ん
に
昔
の
言

葉
を
教
え
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
た

り
、
集
会
所
で
開
か
れ
る
毎
週
水
曜

日
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
兼
ね
た
お
茶
飲
み
会

も
重
宝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
先

ご
ろ
作
ら
れ
た
と
い
う
「
ふ
る
さ
と

浪
江
の
歌
」
を
聞
く
た
び
に
、
や
は

り
浪
江
に
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
息
子
た
ち
若
い
人
た
ち
の

考
え
も
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

▲福島市笹谷東部のご自宅にて、たくさんの絵手紙
とともに。

���� ���������	
��
��������������������������� !"#$%&'()*+,-.����/

近藤　公孝さん（大堀）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ  佐藤
取材日：12月９日（京月窯再興初の火入れの日）

妻、京子さんの京月窯再興にこぎつけ、
次は自身の今後も

　大堀に住んでいた「福島いこいの村なみえ」の支配人の近藤さんは、原発事故後転々
とした後、12月から妻京子さんの大堀相馬焼京月窯兼自宅として、福島市飯坂町平野
の古民家に京子さんと義父母と暮らし始めました。「福島いこいの村なみえ」の今後に
奔走しつつ、京子さんの京月窯再興をアシスト。「ここを窯元の場でもあるけど大堀同
様人々のコミュニティの場にもしたいんだ。」と語ってくださいました。

■
京
月
窯
の
火
を
福
島
で
再
び

実
は
今
日
は
、
朝
か
ら
こ
こ
に
作
っ

た
窯
に
初
め
て
火
を
入
れ
ま
し
て
、

女
房
は
窯
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
ん
で

す
。
新
し
い
窯
の
加
減
を
知
る
た
め
、

時
間
を
追
っ
て
窯
の
温
度
を
記
録
し

た
り
、
窯
の
状
態
を
逐
一
観
察
し
て

る
ん
で
す
。
あ
れ
か
ら
９
カ
月
、
や
っ

と
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
先

の
見
え
な
い
避
難
生
活
を
続
け
る
中
、

女
房
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
居
ら
れ
な

い
。
」
と
言
い
出
し
ま
し
て
、
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
ど
こ
か
で

「
こ
の
ま
ま
で
居
る
の
は
違
う
。
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
福
島
で
ま
た

窯
が
持
て
な
い
か
、
あ
れ
こ
れ
探
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
こ
の
地
の

古
民
家
を
紹
介
さ
れ
、
一
目
で
気
に

入
り
ま
し
た
。
大
堀
で
も
築
１
５
０

年
の
家
に
住
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
、

大
堀
の
家
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
こ

の
た
た
ず
ま
い
に
、
こ
こ
し
か
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

■
「
福
島
い
こ
い
の
村
な
み
え
」
の
こ

れ
ま
で
を
仕
上
げ

私
の
今
は
、
「
福
島
い
こ
い
の
村

な
み
え
」
の
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
時

を
、
仕
上
げ
る
日
々
で
す
。
震
災
直

後
は
、「
福
島
い
こ
い
の
村
な
み
え
」

で
避
難
し
て
き
た
方
々
へ
炊
き
出
し

を
し
ま
し
た
。
原
発
事
故
後
は
取
る

物
も
取
ら
ず
の
避
難
で
、
当
初
は
書

類
簿
も
何
も
な
い
中
、
散
り
散
り
に

な
っ
た
「
福
島
い
こ
い
の
村
な
み
え
」

の
ス
タ
ッ
フ
の
今
後
に
、
慣
れ
ぬ
役

所
回
り
に
奔
走
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

ス
タ
ッ
フ
と
は
今
も
交
流
が
あ
り
、

ホ
ッ
と
す
る
ひ
と
と
き
で
す
。
ま
た
、

ふ
と
、
遠
方
か
ら
「
福
島
い
こ
い
の

村
な
み
え
」
を
常
宿
と
し
て
幾
度
と

な
く
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま

を
思
い
出
し
ま
す
。
「
ど
う
さ
れ
て

い
る
か
な
。
お
会
い
し
た
い
な
。
」

と
思
い
ま
す
。
無
我
夢
中
で
し
た
が
、

落
ち
着
い
た
ら
、
喪
失
感
に
襲
わ
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
の
暮
ら
し
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
。
人
生
設
計
が
狂
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
。
す
べ
て
に
禁
じ

得
な
い
虚
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
「
福
島
い
こ
い
の
村
な
み
え
」

の
仕
上
げ
に
区
切
り
が
つ
い
た
ら
、

今
度
は
私
の
今
後
を
、
そ
し
て
業
を

定
め
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
福
島
の
京
月
窯
も
大
堀
同
様
、
人

の
集
ま
る
場
に

窯
主
で
あ
る
女
房
も
言
っ
て
る
ん

で
す
が
、
こ
こ
を
窯
元
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
大
堀
で
も
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
お
客
さ
ま
や
近
隣
の
人
が

ふ
ら
っ
と
や
っ
て
来
て
、
女
房
の
作

品
の
茶
碗
や
茶
器
で
、
コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
場
に

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
浪
江

の
人
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
浪
江
を

語
る
場
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
「
福
島
い
こ
い
の
村
な

み
え
」
の
癒
し
が
、
こ
こ
で
か
た
ち

を
変
え
て
、
か
も
し
だ
せ
た
ら
と
思

い
ま
す
。「
浪
江
」
に
会
い
た
く
な
っ

た
ら
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
り
わ
い

福島県

▲妻京子さんの作品の前で。

▲福島市飯坂町平野の京月窯
　　　　　　　　　（看板も移設）

きみ　よし
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